
私
立
は
豊
島
学
院
９

名
、
豊
南
８
名
、
目
白
研

心
　
國
學
院
　
実
践
学
園
　

中
大
杉
並
各
６
名
、
淑

徳
５
名
、
広
尾
学
園
小
石

川
４
名
の
順
だ
っ
た
。

練
馬
（
春
日
町
４
ー
28

ー
25

校
長
　
丸
茂

聡
）

平
成
27
年
度
４
名
　
28
年

度
９
名
　
29
年
度
５
名

30
年
度
16
名
　
令
和
元
年

度
10
名
　
２
年
度
８
名

計
52
名

田
柄
（
光
が
丘
２
ー
３

ー
１
　
校
長
　
加
藤
竜

吾
）
平
成
27
年
度
４
名

28
年
度
４
名
　
29
年
度
２

名
　
30
年
度
６
名
　
令
和

元
年
度
３
名
　
２
年
度
５

名
　
計
24
名

光
丘
（
旭
町
２
ー
１
ー

35

校
長
　
尾
崎
　
肇
）

平
成
27
年
度
７
名
　
28
年

度
６
名
　
29
年
度
８
名
　

30
年
度
４
名
　
令
和
元
年

度
４
名
　
２
年
度
７
名
　

計
36
名
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都
立
は
井
草
　
板
橋
有
徳
へ
各
９
名

令
和
２
年
度
の
光
が
丘
団
地
内

第
一
・
二
・
三
中
学
校
の
進
路
先

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
都
立
高
校

で
は
井
草
　
板
橋
有
徳
各
９
名

練
馬
８
名
　
光
丘
　
鷺
宮
　
武
蔵

丘
各
７
名
　
西
６
名
　
田
柄
５
名

の
順
に
。
光
が
丘
地
区
内
で
は
今

年
も
練
馬
が
ト
ッ
プ
で
８
名
、
続

い
て
光
丘
７
名
、
田
柄
５
名
。

光が丘新聞社調査

私
立
で
は
豊
島
学
院

青山　　1

浅草　　1

赤羽北桜2

井草　　9

板橋　　5

板橋有徳9

板橋特別

支援4

大泉　　3

大泉桜　4

荻窪　　1

北園　　3

清瀬　　3

桐ヶ丘　1

駒場　　1

鷺宮　　7

志村学園3

石神井　5

杉並　　3

杉並総合2

総合芸術1

高島　　5

田柄　　5

多摩科学

技術1

第四商業3

千早　　3

豊島　　5

戸山　　1

豊多摩　1

中野工業1

西　　　6

練馬　　8

練馬工業5

練馬特別

支援3

晴海総合1

白鴎　　1

光丘　　7

東　　　1

日比谷　3

東久留米

総合2

文京　　3

保谷　　2

三田　　1

南平　　1

稔ケ丘　1

武蔵丘　7

【国立】

東工大

科学技術 1

青山学院　旭出学園　アオバジャ

パンインターナショナル　N高等

学校各1

國學院6 関東国際　慶應義塾各

2 川越東　錦城学園　国本女子

京華　慶應志木　國學院久我山

國學院栃木　国士舘　駒込　佼成

学園各1

実践学園 6 淑徳 5 杉並学院

専修大附属各3 栄東　桜丘　狭

山ヶ丘　下北沢成徳　品川翔英

品川エトワール　順天　淑徳巣鴨　

城西大城西　城北　城北埼玉

十文字　昭和鉄道　西武文理　正

則　正則学園　成立学園各1

豊島学院 9 中大杉並 6 中央大

学　東洋大京北　豊島岡女子各2

大東学園　大東文化第一　大成

帝京第三　貞静学園　東京家政大

附属　東京共育学園　東京実業　

東京文理学院　東京立正　東京ス

クールオブミュージック＆ダンス

東洋　東洋女子各1

日大鶴ヶ丘　日大豊山　日本ウェ

ルネス各2 日大櫻丘　日大豊山

女子　新渡戸文化　日本女子体育

大学附属二階堂　日体大荏原　日

体大桜華各1

豊南 8 広尾学園小石川 4 掘越

2 八王子実践　一ツ葉　富士見

丘　文化学園大杉並　宝仙　法政

大学　北海道芸術各1

目白研心6 武蔵野3 明大中野

明大明治各2 目黒日大　明聖

明治学院　明治学院東村山各1

立教新座1

わせがく　早稲田実業　早稲田摂

陵　早稲田本庄各1

ア）

カ）

サ）

タ）

ナ）

ハ）

マ）

ラ）

ワ）

光
が
丘
地
区
高
校

過
去
５
年
間
の
進
路
状
況



【
指
導
の
方
針
】

①
長
所
を
ほ
め
る
。
自
分

の
い
い
面
に
気
づ
か
せ
る
。

②
人
と
比
べ
な
い
。
過
去

の
自
分
と
比
べ
る
。

③
進
歩
が
見
ら
れ
た
ら
、

何
が
ど
う
進
歩
し
た
か
を
、

わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
。

④
進
歩
を
楽
し
む
。

⑤
も
っ
と
、
と
い
う
意
欲

を
引
き
出
す
。

⑥
努
力
す
る
人
に
な
る
。

努
力
す
れ
ば
伸
び
る
。
力
も

自
信
も
つ
く
。

【
指
導
の
特
色
】

①
少
人
数
授
業
。

②
授
業
＋
個
別
指
導
。

③
プ
ロ
の
教
師
の
指
導
。

④
個
性
に
応
じ
た
指
導
。

個
別
指
導
で
個
性
を
把
握
。

小
テ
ス
ト
等
で
力
を
確
認
。

力
に
応
じ
て
演
習
を
行
う
。

【
中
学
生
の
指
導
】

主
体
性
を
重
視
。

能
力
や
適
性
に
つ
い
て
個
別

に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。
特
に

長
所
を
自
覚
し
て
主
体
的
に

伸
ば
す
よ
う
指
導
。

【
小
学
生
の
指
導
】

き
め
の
細
か
い
指
導
。

き
め
細
か
く
個
性
を
把
握
。

能
力
向
上
に
重
点
を
置
く
。

能
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
あ
り
、

記
憶
力
・
理
解
力
・
思
考
力

な
ど
の
能
力
を
磨
く
。

読
書
感
想
文
も
特
色
。

【
夏
期
講
習
会
】

総
復
習
と
先
取
り
学
習
。

既
習
事
項
の
確
認
と
演
習
を

行
う
。
受
験
生
は
入
試
対
策
。

中
学
生
は
定
期
テ
ス
ト
対
策

も
並
行
し
て
行
う
。

【
特
色
】

①
超
少
人
数
制
授
業

ク
ラ
ス
定
員
７
名
程
度
で

生
徒
の
反
応
を
見
な
が
ら
確

実
に
わ
か
る
授
業
を
す
る
。

先
生
か
ら
の
一
方
的
な
講
義

で
は
な
く
、
ポ
イ
ン
ト
で
は

み
ん
な
で
考
え
議
論
を
導
く

授
業
。
質
問
も
し
や
す
い
。

ま
た
個
々
に
応
じ
た
サ
ポ
ー

ト
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

②
科
目
選
択
受
講
制

中
学
部
は
数
学
・
英
語
・

理
科
、
高
等
部
は
数
学
・
英

語
・
物
理
か
ら
選
択
受
講
。

③
オ
プ
シ
ョ
ン
映
像
授
業

苦
手
分
野
克
服
の
た
め
の

数
学
塾
オ
リ
ジ
ナ
ル
映
像
授

業
も
併
せ
て
受
講
で
き
る
。

④
自
由
に
使
え
る
自
習
室

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

の
自
習
室
を
開
放
し
て
い
る
。

自
習
中
わ
か
ら
な
い
所
は
質

問
で
き
る
。

【
合
格
実
績
】

▽
高
校
入
試

〈
国
立
〉
筑
波
大
付
属
３

〈
都
立
〉
戸
山
６
　
富
士
６

大
泉
５
　
新
宿
４
　
井
草
３

豊
島
３
　
西
２
　
北
園
２
他

▽
大
学
入
試

〈
国
公
立
〉
お
茶
の
水
女
大

京
都
大
２
　
京
都
府
立
医
大

埼
玉
県
立
大
２
　
首
都
大
３

千
葉
大
２
　
筑
波
大
（
理
工
）

東
大
（
理
Ⅰ)

２
　
東
学
大
２

東
工
大
２
　
富
山
大
（
医
）

東
京
海
洋
大
　
山
形
大
（
医)

電
通
大
２
　
国
際
教
養
大

〈
私
立
〉
青
山
学
院
大(

経
）

慶
應
大
３
　
北
里
大
（
医
）

芝
浦
工
大
７
　
成
蹊
大
４

中
央
大
11

東
京
薬
科
大
３

東
京
理
科
大
23

法
政
大
４
　

日
大(

獣
医)

２
　
明
治
大
17

立
教
大
６
　
早
稲
田
大
13
他
　

「
安
心
の
低
料
金
で
圧
倒

的
に
高
い
効
果
を
」
の
塾
是

の
下
、
ユ
ー
ザ
ー
目
線
に
立

っ
た
教
室
運
営
を
展
開
。

集
中
力
が
続
く
60
分
授
業

の
「
個
別
指
導
」
と
、
学
習

内
容
が
定
着
す
る
ま
で
１
週

間
に
何
日
で
も
、
１
日
何
時

間
で
も
同
料
金
で
繰
り
返
し

学
習
で
き
る
『
巡
回
指
導
』

の
セ
ッ
ト
受
講
に
よ
り
、
個

別
指
導
に
あ
り
が
ち
な
演
習

不
足
を
解
消
し
、
理
解
し
、

解
答
を
作
成
す
る
力
を
身
に

つ
け
る
。

塾
生
の
学
習
意
欲
と
成
績

の
伸
び
は
、
先
生
次
第
で
大

き
く
異
な
る
と
い
う
考
え
、

採
用
を
厳
格
化
し
、
経
験
豊

富
な
社
会
人
の
先
生
を
中
心

と
し
た
高
品
質
な
指
導
を
実

現
。
宿
題
提
出
・
理
解
度
テ

ス
ト
の
合
格
な
ど
で
ポ
イ
ン

ト
付
与
し
、
賞
品
と
交
換
す

る
制
度
を
設
け
、
学
習
意
欲

を
多
方
面
か
ら
刺
激
。

定
期
テ
ス
ト
対
策
で
は
過

去
問
分
析
を
徹
底
研
究
し
、

各
学
校
の
予
想
問
題
を
作
成

し
、
塾
生
が
間
違
っ
た
問
題

は
類
似
問
題
を
作
成
し
分
か

る
ま
で
、
で
き
る
ま
で
熱
血

指
導
。

【
特
色
】

①
小
学
生
〜
受
験
生
・
大

学
生
・
社
会
人
ま
で
多
彩
な

コ
ー
ス
を
展
開
。

②
３
名
程
度
の
少
人
数
制

ク
ラ
ス
。
個
別
指
導
あ
り
。

③
視
聴
覚
機
器
・
教
材
を

駆
使
し
、
総
合
的
な
英
語
力

を
育
成
。

④
実
用
英
語
検
定
（
英
検
）

の
準
会
場
校
。
昨
年
度
の
合

格
者
数
57
名
。（
準
１
級
合

格
者
を
含
む
）

⑤
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
、

リ
ス
ニ
ン
グ
マ
ラ
ソ
ン
、
英

単
語
検
定
、
音
読
コ
ン
テ
ス

ト
の
実
施
。
学
ん
だ
こ
と
が

形
に
残
る
。

【
指
導
方
針
】

①
こ
と
ば
の
能
力
四
技
能

（
聞
く
・
話
す
・
読
む
・
書

く
）
を
総
合
的
に
習
得
で
き

る
適
切
な
指
導
。

②
リ
ス
ニ
ン
グ
、
ラ
イ
テ

ィ
ン
グ
の
充
実
に
向
け
た
徹

底
的
な
訓
練
。

③
生
徒
一
人
一
人
の
力
・

ニ
ー
ズ
を
理
解
す
る
親
身
な

指
導
で
受
験
に
も
強
い
。

「
夏
期
講
座
」

英
検
集
中
講
座
を
活
用
し
、

語
彙
力
ア
ッ
プ
と
文
法
理
解

の
確
認
を
行
う
。
毎
回
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
と
Ｃ
Ｄ
に
よ
る

家
庭
学
習
で
、
リ
ス
ニ
ン
グ

力
ア
ッ
プ
を
目
指
す
。
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
や
長
文
読
解
演
習

で
受
験
対
策
。
夏
期
限
定
個

別
指
導
あ
り
。

長
所
か
ら
伸
ば
せ
る

幼
い
初
夏
が

顔
を
み
せ
た

緑
豊
か
な

公
園
　
街
路
樹

小
鳥
た
ち
や
鴨
は

遊
ん
で
い
る
様
で

餌
を
啄
ん
で
い
る

生
き
る
為
に

お
母
さ
ん

こ
の
ま
ま
で

だ
い
じ
ょ
う
ぶ

５月20・21日秋の陽公園の田圃で、光が丘

の５小学校で田植えを行なった。当日は連日の

小雨模様が空らっと晴れ、関係者たちを安堵さ

せた。

参加小学校は、光が丘四季の香小（校長　繁

田幸江　児童数446） 同春の風小（校長　内

木　勉　児童数600） 同夏の雲小（校長　牧

野光洋　児童数529） 同秋の陽小（校長　関

根幸男　児童数341） 同光が丘第八小（校長　

世古徳浩　児童数254）

田植え体験したのは各小学校の5年生。

秋の陽公園で田植え

令和3年夏の中止イベント
◇よさこい祭りin.光が丘公園＝よさこい光が

丘実行委員会　会長　高橋昌和

◇夏の雲公園祭り＝夏の雲公園祭り実行委員

会　実行委員長　コーシャハイム光が丘第

三自治会　会長　今井澄雄

◇光が丘消防団操法大会＝光が丘消防団　団

長　加藤正八

◇練馬区町会連合懇親会＝練馬区町会連合会　

会長　加藤政春



【
Ｉ
Ｍ
Ａ
東
館
】

▽
定
食
専
門
店
　
大
戸
屋

（
２
階
）
＝
お
す
す
め
品
の
野

菜
と
鶏
肉
、
ま
た
は
タ
ラ
の

黒
酢
あ
ん
定
食
８
９
０
円
が

長
期
に
わ
た
っ
て
１
・
２
位

を
記
録
し
て
い
る
。
料
理
と

し
っ
か
り
サ
ラ
ダ
、
味
噌
汁
、

お
新
香
、
ご
飯
は
五
穀
米
か

白
米
の
ど
ち
ら
か
が
選
べ
る
。

ご
飯
の
量
は
少
な
め
を
注
文

す
る
と
20
円
割
引
。
割
引
パ

ス
ポ
ー
ト
は
特
典
Ａ
・
Ｂ
が
。

Tel
（
５
９
６
７
）
１
３
４
１

 

◇
リ
ビ
ン
グ
イ
ン
テ
リ
ア

か
え
で
（
２
丁
目
）
＝
夏
の

イ
ン
テ
リ
ア
大
商
談
会
開
催

中
。
遮
熱
カ
ー
テ
ン
　
遮
光

カ
ー
テ
ン
、
ミ
ラ
ー
レ
ー
ス
、

Ｕ
Ｖ
カ
ッ
ト
が
半
額
。
窓
廻

り
全
商
品
10
％
か
ら
50
％
Ｏ

Ｆ
Ｆ
で
買
え
る
の
は
遮
熱
ブ

ラ
イ
ン
ド
、
同
ロ
ー
ル
ス
ク

リ
ー
ン
、
木
製
ブ
ラ
イ
ン
ド
、

バ
ー
チ
カ
ル
ブ
ラ
イ
ン
ド
、

プ
リ
ー
ツ
ス
ク
リ
ー
ン
、
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
カ
ー
テ
ン
。

天
窓
用
、
高
窓
用
等
も
。

夏
の
リ
フ
ォ
ー
ム
フ
ェ
ア

は
、
壁
紙
張
替
、
ラ
グ
マ
ッ

ト
セ
ー
ル
、
シ
ー
ト
ク
ッ
シ

ョ
ン
、
玄
関
マ
ッ
ト
・
バ
ス

マ
ッ
ト
・
ス
リ
ッ
パ
が
お
買

得
。

Tel
（
３
９
７
７
）
５
１
３
１

夏
の
イ
ン
テ
リ
ア
大
商
談
会

▽
か
ら
揚
げ
の
天
才
（
２

丁
目
）
＝
揚
げ
た
て
か
ら
揚

げ
と
、
テ
リ
ー
伊
藤
こ
だ
わ

り
の
玉
子
焼
き
が
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

専
門
店
。
場
所
は
、
東
上
線

下
赤
塚
駅
北
口
１
分
。
大
き

な
か
ら
揚
げ
白
・
黒
・
赤
の

３
色
10
個
１
パ
ッ
ク
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
パ
ッ
ク
１
０
５
８
円

で
大
人
気
。

Tel
（
６
９
０
９
）
２
２
４
５

テ
リ
ー
伊
藤
の
か
ら
揚
げ
屋

お
子
様
メ
ニ
ュ
ー
新
発
売

 

 

 

▽
慶
宝
堂
（
５
丁
目
）
＝

引
っ
越
し
、
解
体
、
遺
品
整

理
の
他
、
ギ
フ
ト
品
、
タ
オ

ル
類
、
石
鹸
、
陶
磁
器
等
の

未
使
用
品
。

収
集
品
は
カ
メ
ラ
、
時
計
、

万
年
筆
、
古
銭
、
レ
コ
ー
ド

な
ど
。
美
術
品
は
絵
画
、
掛

け
軸
、
版
画
、
置
物
等
。
古

道
具
は
時
代
箪
笥
、
茶
道
具
、

長
火
鉢
、
鉄
瓶
、
楽
器
、
木

彫
、
ブ
ロ
ン
ズ
、
和
服
、
帯

留
め
、
仏
像
、
根
付
、
印
籠

な
ど
が
お
金
に
な
る
。

見
積
り
は
無
料
。

Tel
０
１
２
０
（
０
９
）
８
４

６
８

不
用
品
が
現
金
に
な
る
か
も

▽
光
が
丘
　
井
の
庄
（
４

階
）
＝
各
種
ラ
ー
メ
ン
　
つ

け
麺
専
門
店
、
親
子
で
楽
し

め
る
、
お
子
様
ら
あ
め
ん
５

０
０
円
を
新
発
売
中
。

Tel
（
６
９
０
９
）
９
９
１
９

１
番
人
気
は
黒
酢
あ
ん
定
食

【
イ
マ
ミ
セ
】

▽
中
華
料
理
　
唐
苑
（
３

階
）
＝
す
べ
て
の
料
理
が
本

場
の
味
で
と
評
判
に
な
っ
て

い
る
。
メ
ニ
ュ
ー
の
お
す
す

め
品
を
食
べ
る
と
納
得
。
希

望
で
サ
ー
ビ
ス
料
理
も
２
品

あ
る
。

Tel
（
６
９
０
４
）
２
２
３
８

中
国
本
場
の
味
で
人
気
上
昇

▽
丸
亀
製
麺
（
４
階
）
＝

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
の
通
り
、
シ
コ

シ
コ
　
ツ
ル
ツ
ル
で
い
い
ね
。

天
ぷ
ら
は
お
好
み
を
注
文
す

る
。
う
ど
ん
の
み
で
も
大
丈

夫
。
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
で
味

わ
う
。

Tel
（
３
９
３
０
）
７
８
８
０

関
東
で
　
う
ど
ん
っ
て
い
い
ね



板
橋
区
は
区
内
約
２
０
０

か
所
の
協
力
医
療
機
関
に
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
配
送

を
開
始
し
た
。

区
内
医
療
機
関
で
実
施
す

る
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

個
別
接
種
に
つ
い
て
、
休
診

日
に
接
種
を
行
う
医
療
機
関

に
対
し
、
国
の
上
乗
せ
分
と

併
せ
て
区
独
自
の
支
援
金
を

支
給
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
土
・
日
・

祝
日
等
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

希
望
す
る
区
民
へ
の
対
応
、

医
療
機
関
に
お
け
る
通
常
診

療
の
逼
迫
の
防
止
及
び
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
加
速
化
を
図
る

こ
と
で
、
高
齢
者
の
接
種
を

７
月
末
ま
で
に
完
了
さ
せ
る

と
と
も
に
、
12
月
末
ま
で
の

16
歳
以
上
の
希
望
す
る
区
民

全
員
へ
接
種
を
め
ざ
す
。

【
支
援
要
件
】

⑴
休
診
日
に
実
施
す
る
予

防
接
種
（
開
院
・
閉
院
作
業

を
伴
う
も
の
）

⑵
５
時
間
以
上
の
接
種
時

間
ま
た
は
30
回
以
上
の
接
種

回
数
で
あ
る
こ
と

⑶
事
前
に
、
実
施
日
時
及

び
予
定
人
数
を
区
に
提
出
す

る
こ
と

休
診
日
は
曜
日
を
問
わ
ず
、

開
院
・
閉
院
作
業
を
伴
う
も

の
を
指
す
。

【
開
始
時
期
】

令
和
３
年
５
月
以
降
（
個

別
接
種
開
始
日
か
ら
）

「
働
き
方
改
革
」。
厚
生

労
働
省
が
示
し
た
定
義
に

よ
る
と
、
『
働
く
人
々
が
、

個
々
の
事
情
に
応
じ
た
多

様
で
柔
軟
な
働
き
方
を
、

自
分
で
「
選
択
」
で
き
る

よ
う
に
す
る
た
め
の
改
革
』

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
管
理

職
に
な
っ
て
早
一
年
。
率

先
し
て
改
革
を
進
め
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
立
場
で

す
が
、
ど
う
に
も
要
領
が

つ
か
め
ず
、
押
せ
押
せ
で

仕
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

年
齢
と
共
に
、
や
る
べ

き
こ
と
・
責
任
が
当
然
で

す
が
増
え
ま
し
た
。
家
に

帰
る
と
の
ん
び
り
と
は
い

か
ず
、
い
つ
も
何
か
に
追

わ
れ
て
い
る
感
じ
で
す
。

「
こ
れ
で
は
、
い
け
な
い
。」

と
考
え
て
余
暇
の
過
ご
し

方
を
見
直
し
て
み
ま
し
た
。

「
私
の
余
暇
改
革
」。

Ａ
型
・
戌
年
。
自
分
で

言
う
の
も
な
ん
で
す
が
、

真
面
目
で
誠
実
。
そ
し
て
、

掃
除
上
手
で
す
。
隙
間
時

間
が
あ
れ
ば
、
ぱ
ぱ
っ
と

片
付
け
し
ち
ゃ
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
こ
こ
で
、
き
れ

い
好
き
自
慢
を
し
ま
す
。

台
所
の
コ
ン
ロ
は
特
に
、

き
れ
い
に
し
て
い
ま
す
。

ガ
ス
の
点
検
に
き
た
東
京

ガ
ス
の
人
が
、
我
が
家
の

コ
ン
ロ
と
換
気
扇
フ
ー
ド

を
み
て
、「
き
れ
い
に
し
て

い
ま
す
ね
。
あ
ま
り
揚
げ

物
と
か
し
な
い
で
す
か
？
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。「
料
理
は
毎
日
や
っ

て
い
ま
す
よ
。
も
ち
ろ
ん
、

揚
げ
物
も
し
ま
す
。
一
回

ご
と
に
き
れ
い
に
ふ
い
て

い
ま
す
か
ら
ね
。」
と
ち
ょ

っ
と
威
張
っ
て
言
っ
た
ぐ

ら
い
に
掃
除
に
力
を
い
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ち

ょ
っ
と
考
え
ま
し
た
。「
余

暇
が
掃
除
っ
て
ど
う
な

の
？
」
そ
こ
で
、
始
め
た

の
が
、「
ホ
ッ
ト
ヨ
ガ
」。
何

を
隠
そ
う
、
運
動
が
大
の

苦
手
。
小
学
校
の
教
員
に

な
る
に
あ
た
り
、
一
番
引

っ
か
か
っ
た
こ
と
が
、
体

育
の
授
業
が
あ
る
こ
と
。

そ
ん
な
私
で
す
が
、
ヨ
ガ

を
初
め
て
み
ま
し
た
。
ま

ず
は
、
格
好
か
ら
。
大
好

き
な
デ
パ
ー
ト
へ
向
か
い

ヨ
ガ
の
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
を

一
式
揃
え
て
、
見
た
目
は

申
し
分
な
く
ヨ
ガ
レ
デ
ィ

ー
。
い
ざ
、
レ
ッ
ス
ン
へ
。

辺
り
を
見
回
す
と
、
贅
肉

が
な
い
、
ス
レ
ン
ダ
ー
な

女
性
ば
か
り
・
・
・
と
に

か
く
目
立
た
な
い
よ
う
に

隅
っ
こ
に
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
を

引
き
、
レ
ッ
ス
ン
開
始
。

先
生
の
動
き
を
よ
く
見
て
、

呼
吸
を
整
え
、
や
っ
て
み

る
と
・
・
・
「
な
か
な
か

い
い
じ
ゃ
な
い
。
私
も
や

れ
ば
で
き
る
。」
と
思
い
き

や
、
鏡
に
映
っ
た
姿
を
み

る
と
、
な
ん
か
周
り
の
人

と
違
う
形
に
な
っ
て
い
る

自
分
が
い
る
で
は
な
い
で

す
か
！
「
あ
ー
や
っ
ぱ
り

私
。」
体
も
硬
く
、
動
き
も

鈍
い
。
で
も
、
負
け
て
は

い
け
な
い
。
真
面
目
に
コ

ツ
コ
ツ
続
け
て
い
け
ば
、

体
に
も
心
に
も
良
い
は
ず
。

な
ん
と
な
く
軌
道
に
乗
っ

た
私
の
ヨ
ガ
レ
ッ
ス
ン
だ

っ
た
の
で
す
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
発
生
に

よ
り
、
現
在
は
し
ば
し
中

断
中
で
す
。
只
今
、
他
の

余
暇
の
過
ご
し
方
を
模
索

中
で
す
。

１
９
７
０
年
　
千
葉
県

生
ま
れ
　
板
橋
区
在
住

-665-

田
柄
小
学
校
副
校
長
　

山
田
　
七
恵

「
私
の
余
暇
改
革
」

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
加
速
化
を

…
…
私
が
こ
れ
ま
で
勤
務

し
て
い
た
学
校
に
は
、
な
ぜ

か
ど
の
学
校
に
も
共
通
し
て

下
に
掲
げ
た
『
詞
』
が
正
面

玄
関
等
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

作
者
が
ど
な
た
な
の
か
は

存
じ
上
げ
ま
せ
ん
が
、
よ
い

詞
だ
な
と
思
い
、
常
に
胸
に

刻
ん
で
生
活
を
し
て
い
ま
し

た
。
…
…

基
礎
固
め
は

進
ん
で
い
ま
す
か

光
が
丘
第
三
中
学
校

校
長
　
蓮
池
和
彦

学
校
か
ら
の
お
た
よ
り


